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研究成果の概要（和文）：1.19世紀以前の気象観測データおよび古日記天候記録による気温復元値のデータベースをウ
ェブサイト“Japan-Asia Climate Data Program（JCDP）”において公開した．
2.1865年以降のフィリピン気象観測データの解析から，マニラでは1900年～1960年代半ばは夏季降水日数が20日以上の
年が多く，1865～1875年や2000年以降は，20日を下回る年が連続的に出現していたことがわかった．
3.山形県の古日記天候記録による19世紀の冬季・夏季の気候復元を行い，19世紀中頃以前の冬季は現在よりも寒冷傾向
にあり，夏季は1850－1880年代に高温傾向が認められた．

研究成果の概要（英文）：1. The website "Japan-Asia Climate Data Program" was set up for sharing the 19th 
century meteorological data in Southeast/East Asian countries and reconstructed temperature data from 
weather discriptions of Japanese historical documents.
2. Meteorological records in the Philippines since 1865 were recovered. Regarding the number of rainy 
days in summer, there were more than 20 days for 1900s - 1960s. However, there were less rainy days for 
1865-1875 and after 2000.
3. Winter and summer temperatures since the 19th century were reconstructed from weather discriptions of 
historical documents in Yamagata Pref.It revealed that winters before the mid 19th century were rather 
colder than present, and summers during 1850-1880 were very hot.

研究分野：気候学
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１．研究開始当初の背景 
19世紀や 20世紀初頭の気象観測記録は，紙
ベースで印刷されたものが残存しているが，
今後の保存や科学的解析のためには，その記
録が劣化してしまう前に，デジタル化を進め
る必要がある．近年，こういった古い気象記
録のデジタル化は世界中で進められており，
「データレスキュー」と呼ばれている．日本
を含む東・東南アジアの各国にも古い気象観
測記録が紙ベースで残存している． 
また日本では，古くから残る文書に日々の天
候が記されており，ある特定の天候の出現頻
度から，当時の気温などを推定することが可
能である． 
データレスキューされた気象データや古文
書天候記録から復元された過去の気温の推
定値は，過去の気候変動を理解し，将来予測
をするうえで重要な情報であるが，データの
公開や共有が進んでいない． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，東南・東アジア地域の気象
観測データから，小氷期末期にあたる 19 世
紀の東南・東アジア地域の気候の地域性（特
に気温分布と総監場の傾向）を明らかにする
とともに，日本の古文書天候記録から推定し
た 19 世紀以前の気候変数（特に冬季・夏季
の気温）と 19 世紀の気象観測データを比較
し小氷期末期の日本の気候変化の特徴を詳
細に解明することである．そのために，これ
まで独自に入手してきた 19 世紀以前の東
南・東アジア地域の気象観測データと，日本
の古日記天候記録データおよび推定された
気候変数を集約したデータとその目録を公
開するための基盤（ウェブサイト）を整備す
る． 
 
３．研究の方法 
（1）19 世紀以前の東南・東アジア地域の気
象観測データおよび日本の古日記天候デー
タとその推定値のデータベースを作成し，ウ
ェブサイト上で公開する． 
（2）東南・東アジアにおける気象観測デー
タの収集とデジタル化を行い，19 世紀以降の
気候変動の特徴を解明する． 
（3）山形県の古日記天候記録による 19 世紀
の冬季および夏季の気候復元手法の検討と，
気候復元を実施する． 
 
４．研究成果 
（1）これまでに収集整備が完了している 19
世紀前の気象観測データおよび古日記天候
記録による復元値のデータベースを作成し，
ウェブサイト“Japan-Asia Climate Data 
Program（JCDP）”において，一般に公開し
た（図 1，図 2）． 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1：ウェブサイト“Japan-Asia Climate Data 
Program（JCDP）のトップページ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2：ウェブサイト“Japan-Asia Climate Data 
Program（JCDP）のデータリストのページ 
 
（2）1865 年以降のフィリピン気象観測資料
のデータレスキューと降水量データの解析 
 
①データセットの作成 
マニラについては，1865～2012 年までの月降
水日数，月降水量のデータセットを作成した
（月降水日数は 1866 年以降）．1883 年７月～
1888 年 12 月ついては日降水量のデータセッ
トも作成した．1890～1899 年についてはマニ
ラ以外の地点でも気象観測が行われていた
ため，この期間の観測地点数を確認し，地点
分布図を作成した．その結果，19 世紀の観測
地点の緯度・経度は，経度において現在の地



点とおよそ6度の差が生じていることがわか
った． 
降水量に加えて，マニラの 19 世紀後半の日
最高気温，日最低気温の月平均値のデータセ
ットを作成した． 
 
②1866～2010 年までのマニラにおける降水
特性の長期変化 
マニラの 1866～2010 年までの月降水日数の
季節変化（図 3）とその長期変動特性を解析
した。結果として，1900 年初頭から 1960 年
代半ばまでは夏季降水日数が 20 日以上の年
が多くみられるが，1865～1875 年や 2000 年
以降は，夏季降水日数が 20 日を下回る年が
連続的に出現していたことがわかった．また 
1960 年代後半以降は，雨季の終わり頃（12 
月頃）を中心に月降水日数の年々変動が大き
くなる傾向にあった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3：マニラにおける月降水量と月降水日数
の季節変化（1865～2010 年平均．月降水日数
は 1866～2010 年平均．1940 年 9月～1948 年
12 月，1976 年 1月～1977 年 12 月，1979 年 1
月～1981 年 12 月の値は欠測．）棒グラフは月
降水量を，折れ線グラフは降水日数を示す． 
 
（3）山形県の古日記天候記録をもとに 1830
年代以降の冬季気温変動と７月の気温変動
を復元し，その長期変化傾向を解明した．そ
の結果，19 世紀中頃以前の冬季は大部分の年
で現在よりも寒冷であったことが推定され
た（図 4）．また，夏季については、19 世紀
後半の 1850－1880 年代に高温傾向が認めら
れることを明らかにした(図 5)．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4：山形県川西町における古日記天候記録
にもとづく 1830 年代以降の冬季（12，1，2
月）の気温変動 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5：山形県川西町における古日記天候記録
にもとづく 1830 年代以降の 7月の気温変動． 
 
また，日本における 20 世紀前半以降の夏季
気温変動傾向と大気循環パターンとの関連
を正準相関分析により解明した．その結果，
北日本で冷夏，西日本で猛暑となる｢北冷西
暑｣型気温分布の出現頻度が長期的に増加し
つつあり，この傾向が東アジアにおける北太
平洋高気圧の南西方向への拡張と関連して
いることが明らかになった． 
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